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ソーシャルワーク実習
実習報告会を開催しました

12月14日（土）、4回生 8名によるソーシャルワーク実習実習報告会が行われ、実習指導者の先生方や多くのOG
の方々にもご参加いただきました。報告会では、4回生が実習生として多くの気づきや深い学びが得られたことが伝

わってきました。報告会の合間に開催された交流会では、和やかな雰囲気のもと、在校生がOGに実習や進路につ
いて相談するなど積極的に交流が図られていました。これからもこの繋がりを大切にしてもらいたいと思います。

4回生への質疑応答（一部ご紹介）

Q1)長時間の病棟実習において患者さんと関わる際に

意識していたことや学んだことがあれば教えていた
だきたい。

A1)妄想に対してどのようにリアクションすればよいのか、

どこまで踏み込んでいいのかについて不安があった。
指導者さんに相談し、しっかり話を聴くことを大切にす
るようにした。また沈黙を恐れることなく患者さんと一
緒にいる空間を大切にすることを学んだ。

Q2)実習を終えて精神障害者の方の捉え方がどのように
変わったのか。

A2)自分の価値観を見直すきっかけとなった。利用者さん
と支援者の立場は対等であり、むしろ利用者さんから
学ばせていただいているという姿勢が大切だと思った。

A3）実習後は個別性が大切であると思うようになった。人そ
れぞれ背景、家族関係、症状の重症度などが違う。支
援する上でそれぞれの背景を大事にしなければいけない
と思うようになった。

大変お忙しい中、ご参加くださいました実習指導者
の先生方、OGのみなさまに心よりお礼申し上げます。
ありがとうございました。

4回生の実習発表後は、
OGをゲスト講師として
お招きしました。

森田さん（22期生 和歌山県田辺保健所）
渕脇さん（12期生 小阪病院 ソーシャルワーク課）

お2人からは、お仕事の業務内容、やりがい、
在学生へのメッセージなどをお話しいただき
ました。在校生にとって、将来精神保健福祉
士として働く上での指針ともなるお話を伺え
る貴重な機会となりました。


